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愛媛県肱川で得られたカライワシ 
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種の記録 

Elopidae カライワシ科 

Elops hawaiensis Regan, 1909 

カライワシ（写真 1） 

観察記録 採集年月日：2026 年 3 月 27 日．採集場

所：愛媛県大洲市長浜町下須戒 肱川大和橋下流

（33.5958N，132.4977E）．採集方法：巻き網．体長

54cm．なお，個体は撮影，体長測定の後処分し，

標本は現存しない． 

種の特徴 

体は銀白色で，背面は青緑色．口は大きく，上顎の

後端は眼窩の後縁下よりも後方に達する．脂瞼が瞳

孔を除いた眼のほとんど全域をおおう．体の鱗は小

さく，画像から計数した側線鱗数は約 99．背鰭基底

に幅広い鱗鞘がある．臀鰭基部は背鰭基底後端よ

りかなり後ろに位置する．背鰭の最後の軟条は糸状

に伸びない． 

備考 

採集個体の上記特徴は中村（1975）および藍澤・土

居内（2013）のカライワシに一致するため本種と同定

した．日本において本種は青森県から琉球列島に

かけて広く分布するが（藍澤・土居内，2013），河川

からの記録はレプトケファルス幼生（葉形仔魚）など

未成魚のみで，成魚での報告は見当たらない．瀬

戸内海流入河川からの記録としては大分県（大野

川），広島県（芦田川），兵庫県（揖保川，加古川），

大阪府（淀川，近木川）などがあり（サイエンスミュー

ジアムネット https://science-net.kahaku.go.jp/；河川

環境データベース https://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ 

ksnkankyo/：どちらも 2026 年 3 月 31 日参照），愛媛

県でも肱川から 1998 年 10 月に体長 7.6cm の幼魚

1 個体が採集されているほか（高橋ほか，2000），松

山市からも目録的に記録されている（清水・水野，

2002）．本種は体長 75cmに成長する暖海沿岸性の

表層魚で（藍澤・土居内，2013），今回得られた個

体は肱川における成魚サイズでの明らかな記録とな

る．本報告の個体が採集された 6日後（4月 2日）に

も巻き網で同サイズの本種と見られる個体が捕獲さ

れており（上満，私信），本河川にはこの時期，まとま

った数の成魚が侵入していたことが予想される． 
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写真１ Elops hawaiensis Regan, 1909 カライワシ 
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